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政治 

【内政】 

●モジナ＝ズパンツ副人権オンブズマン、オンブズマ

ン選出ならず【６日、１８日】 

６日、ピルツ＝ムサル大統領はモジナ＝ズパンツ

副人権オンブズマンを人権オンブズマンに指名した。 

１８日、モジナ＝ズパンツ氏は、議会で５３人の議

員が賛成、６人が反対したため、十分な支持を集める

ことができず、人権オンブズマンとして選出されなかっ

た。新オンブズマンに任命されるには、９０人の国会

議員の３分の２以上の多数を獲得する必要があっ

た。 

 

●ヤンシャ元首相、パトリア裁判の影響を今もなお感

じていると訴える【９日】 

パトリア防衛取引汚職事件に関する裁判をめぐり、

ヤンシャ元首相が国を相手取って起こした損害賠償

訴訟の審門がクラン地方裁判所で終了した。ヤンシ

ャ元首相は裁判の影響を今もなお感じていると述べ

た。マトズ弁護士によると、ヤンシャ元首相は、審理

期間の長さ、事件の注目度の高さ、同元首相が不法

に投獄されたこと、そして裁判の結果、同元首相の名

誉が依然として傷つけられていることを理由に、９０万

ユーロの損害賠償を求めている。 

 

●世論調査：ロガル議員とプレビリッチ欧州議会議員

が政治情勢を揺るがす【１０日】 

最新のメディアナによる世論調査では、民主党（Ｓ

ＤＳ）と自由運動党（ＧＳ）のリードを確認しつつも、ロ

ガル議員が率いる民主主義者同盟党と、緑の党のプ

レビリッチ欧州議会議員が率いる新党の台頭により、

スロベニアの政治情勢に顕著な変化がもたらされて

いることが示された。 

 

●リュブリャナ市長、ベオグラード博覧会の顧問就任

が承認【１０日】 

ヤンコビッチ・リュブリャナ市長は、２０２７年ベオグ

ラード博覧会の顧問を務めることを、汚職防止委員会

から承認された。しかし、監視機関が複数の制限を付

したため、ヤンコビッチ市長は、主催者がこれらの条

件を受け入れる場合のみ役職を引き受けるとした。ヤ

ンコビッチ市長は、市長としての職務に影響を与えな

いこと、市長職の信頼性を損なう行為を控えること、

市資源を使用しないことを条件に、同顧問を務めるこ

とができる。 

 

●対パレスチナ友好議連設立へ【１１日、３０日】 

１１日、連立与党３党は議会で対パレスチナ友好議

連の設立を目指したが、議会外交政策委員会で議論

された提案は、発議者に野党議員が１人も含まれて

いなかったため失敗に終わった。 

 ３０日、議会会派代表者会議は、議会の友好議連

に関する規則改正を採択した。今後、友好議連は野

党・与党双方の議員の参加を必要としなくなる。これ

により、対パレスチナ友好議連を設立することができ

るようになった。 

 

●リュブリャナにてプライドパレード開催【１４日】 

１４日、１週間にわたるリュブリャナでのプライドパ

レードフェスティバルが終了した。パレードの参加者

は、ヘイトクライムに対する厳しい罰則等を求めた。 

 

～６月の主なポイント～ 

内 政： 国民議会における国防費増額決議の承認 

外 政： ファヨン外相の訪日 
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●世論調査：国防費増額の第一段階を過半数が支

持【１６日】 

スロベニア国民の過半数（５３％）は、今年国防費

をＧＤＰの２％に増額するという政府の計画を支持し

ているが、さらなる増額と資金配分方法については世

論が分かれていることが、ニナメディア社がドネヴニ

ク紙のために実施した世論調査で明らかになった。ま

た、軍事的脅威が発生した場合、国民の４５％がスロ

ベニアを守るために武器を取る用意があると回答し

た。スロベニアの独立と領土保全に対する潜在的な

脅威については、ロシアが最も多く挙げられた。 

 

●世論調査：民主主義者同盟党が３位に浮上【１６

日】 

ロガル元ＳＤＳ党員率いる民主主義者同盟は、最

新の世論調査で３位に浮上した。野党ＳＤＳは５月か

ら変わらず２５．３％の支持率で首位を維持している。

一方、与党ＧＳは１ポイント上昇し、１８．１％で２位と

なった。民主主義者同盟は７．９％と大きく差をつけら

れているものの、５月から３ポイント上昇している。 

 

●左派党とヴェスナ党が次期総選挙で連携【１７日】 

左派党と緑の党「ヴェスナ」は、次期総選挙に向け

た共同候補リストを編成する覚書に署名した。両党

は、この動きが「未来の連立」を築き、現在の主要な

課題に対応できると主張している。 

 

●民主主義者同盟党、非議会政党と合併【１７日】 

ロガル元ＳＤＳ党員率いる民主主義者同盟党は、

非議会政党「Ｃｏｎｃｒｅｔｅｌｙ」と月末に合併すると、ロガ

ル議員とデムシャク氏が発表した。今後数か月で共

同の選挙公約を策定する予定だ。スロベニアの将来

に関する見解が一致した両党は、民主主義者同盟党

の名の下に協力していく。 

 

●政府、２０２６～２０２７年度の予算支出計画を防衛

費増で引き上げ【１７日】 

 政府は２０２６年と２０２７年の予算支出の暫定的な

内訳を発表し、来年度の支出上限を１７５億ユーロ

に、２０２７年度を１７８億６，０００万ユーロにそれぞれ

やや引き上げた。ボシュトヤンチッチ財務相は会合

後、記者団に対し、これは防衛費に追加資金が割り

当てられたためだと説明し、政府は最新の支出デー

タに基づき、国防省の支出を調整したと付言した。 

 

●議員ら、閣僚任命手続きの簡素化に向けた提案を

支持【１８日】 

国民議会は、新政権樹立のプロセスを簡素化・迅

速化することを目指した憲法改正案を圧倒的多数で

承認した。採決の結果、議員９０名中７５名が賛成、

反対はゼロで、必要な３分の２の多数を得た。この提

案により、新首相は政令によって内閣の規模と構成

を決定できる柔軟性を得ることになる。 

 

●トニン氏が党首を辞任、ＮＳｉは秋に新党首選出へ

【２０日】 

トニン新スロベニア（ＮＳｉ）党首は、７年間務めた党

首を辞任し、９月に開催される党大会で党首選に出

馬しないと発表した。党評議会の過半数が、次期総

選挙後にＳＤＳとの連立政権樹立を検討することを望

んでいることが明らかになった。一方、トニン氏はこれ

に反対し、辞任を申し出た。 

 

●プレビリッチ欧州議会議員、総選挙に向け１０月に

新党の正式発足を発表【２３日】 

 ２０２６年の総選挙への出馬をめぐって数か月にわ

たり憶測が飛び交っていたプレビリッチ欧州議会議員

（緑の党／欧州自由連盟）は、２３日、自身の政党を

率いて出馬する意向を発表した。新党は１０月１８日

に開催される党大会で正式に発足し、綱領と党員が

発表される。 

 

●ＰＯＰ ＴＶ世論調査：政府支持率は上昇、与党支

持率は低下【２３日】 

ゴロブ政権の支持率は、５月の３１．３％から３２．

５％へとやや上昇した。これは、メディアナが民間放

送局ＰＯＰ ＴＶのために実施した世論調査で明らか

になった。一方、与党自由運動党（ＧＳ）は支持率を落

とし、依然として野党民主党（ＳＤＳ）に次ぐ２位となっ

ている。 ＳＤＳの支持率は２１．４％から２３．６％に

上昇したが、ＧＳは支持率を落とし、１７．８％から１

５．２％に低下した。 

 

●スロベニア、ＥＵ復興ファシリティに５億ユーロを申

請【２４日】 

スロベニアは、ＥＵ復興・強靭化ファシリティに対

し、総額５億２００万ユーロの資金要請を行った。復

興・強靭化局は、スロベニアが国家復興・強靭化計画

の２７のマイルストーンと目標を達成したことを受け

て、この資金を要請した。これらの実施状況は今後、

欧州委員会によって審査される。 

 

●大統領、常設仲裁裁判所候補者５名を指名【２７

日】 

 ピルツ＝ムサル大統領は、常設仲裁裁判所メンバ

ーの候補者５名のリストを国民議会に提出した。議会

は、政府と司法評議会が承認した５名の候補者から

３名を選出する必要がある。５名の候補者には、再任

を申請している現職メンバー３名（ヴェリツァ・トルステ

ニャク、アナ・スタニッチ、ユレ・ヴィドマル）が含まれて

いる。他の２人の候補者は、マテイ・アウベル氏とヴェ

ロニカ・フィクファク氏。 
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●世論調査：スロベニア国民は第三次世界大戦の懸

念を強める【２７日】 

 市場調査会社ヴァリツォンの調査によると、第三次

世界大戦や核戦争の可能性を、自分の生活に重要

な影響を与える要因として考える人の割合が４０％に

上昇し、５月からほぼ１０ポイント増加した。回答者の

最大の懸念は依然として生活費の上昇で、４８％が

懸念を表明し、６３％が生活に最も影響を与える要因

としてインフレを挙げた。 

 

【外政・ＥＵ・防衛等】 

●ピルツ＝ムサル大統領のアフリカ訪問【１日、２日、

３日、４日、５日】 

１日、ピルツ＝ムサル大統領は、ケニアを訪問し、

同国の建国記念式典で多国間主義の重要性を強調

し、２日にナイロビで開催された生態系の保護と平和

の促進に関する国際会議の開会式に出席した。ま

た、ケニアに進出しているスロベニアの２社、Ｒｏｔｏ社

とＣｅｔｉｓ社の代表とも会談した。 

３日及び４日、ピルツ＝ムサル大統領はマダガスカ

ルを訪問した。３日に行われたラジョエリナ大統領と

の会談では、開発協力と人道支援、そして効果的な

気候変動対策が中心的な議題となった。両大統領

は、特に世界的な不平等の拡大を踏まえ、国際関係

における連帯の重要性を強調した。４日、ピルツ＝ム

サル大統領は、スロベニアの財政支援で建設された

アンタナナリボの新小学校を開校した。同大統領は、

学校の建設を支援したスロベニアの宣教師ペドロ・オ

ペカ氏に対し、地域社会への献身的な貢献に感謝の

意を表した。 

５日、ピルツ＝ムサル大統領はエチオピアを訪問

し、東アフリカ歴訪を締めくくった。大統領府によると、

同大統領はエチオピアの一部地域で治安情勢が悪

化していることを踏まえ、各国代表に平和のメッセー

ジを伝え、スロベニアとして関係強化と協力強化への

意欲を表明した。アビィ首相およびアフリカ連合（ＡＵ）

首脳との会談では、開発協力、関係強化、経済協力

についても議論された。 

 

●ゴロブ首相、各国にパレスチナの承認を要請【４

日】 

ゴロブ首相は、スロベニアが１年前にしたように、

世界各国にパレスチナを承認するよう求め、ＥＵ加盟

国はＥＵ・イスラエル協会協定の停止に向けて動くべ

きだと提案した。ファヨン外相は、スロベニアはガザ地

区での即時停戦を実現したいとし、パレスチナ自治区

の人道状況について懸念を表明した。 

 

 

●スロベニア、新たな防衛目標に防空能力と兵站能

力の強化【５日】 

ＮＡＴＯ諸国の国防相らは、加盟国の防衛能力に

関する新たな目標を確認した。サヨビッツ国防相は、

スロベニアは防空能力、ヘリコプター能力、兵站能力

の強化を約束した。これらの目標は既存のコミットメン

トに加えられるものだと述べた。防空能力は、ドイツ

製のＩｒｉｓ－Ｔ中距離防空システム３基の購入によって

強化される。 

 

●スロベニア、イスラエルによる活動家乗船船の拿

捕を違法と非難【１０日】 

スロベニア外務省は、ガザへ向かっていた活動家

１２人を乗せた「違法に拿捕された民間船」について、

「ガザにおける悲惨な人道危機を痛感させる出来事」

と非難した。 

 

●ファヨン外相のモルドバ訪問【１０日】 

ファヨン外相は、２０１１年以来初めてモルドバを訪

問し、キシナウで高官と会談し、ＥＵ加盟に向けたモ

ルドバの努力の進展を歓迎した。サンドゥ・モルドバ

大統領との会談で、ファヨン外相は、法の支配、民主

的機関、人権、腐敗との闘い、経済改革を強化する

モルドバの改革の進展を称賛した。 

 

●スロベニア、ボスニアに軍事車両４台を寄付【１０

日】 

サヨビッツ国防相はボスニア・ヘルツェゴビナのサ

ラエボを訪れ、ヘレズ・ボスニア国防相と会談した。サ

ヨビッツ国防相は、この機会を利用して、ＮＡＴＯのイ

ニシアチブに基づき、ボスニアの軍事警察向けの４台

の車両を贈呈した。また、ＥＵＦＯＲアルテア作戦に参

加しているスロベニア軍部隊と、サラエボのＮＡＴＯ本

部を訪問し、これらの軍事作戦の指揮官と会談した。 

 

●ファヨン外相のウクライナ・東南欧サミット出席【１１

日】 

ファヨン外相は、ウクライナで初めて開催された第

４回ウクライナ・東南欧サミットに出席した。外務省に

よると、ファヨン外相はウクライナにおける平和へのス

ロベニアのコミットメントを再確認し、ウクライナに対し

継続的な支援を約束した。ファヨン外相は、国連憲章

に従い、キーウの同意を得た上で、持続的で無条件

の停戦と平和合意の実現を目指すスロベニアの立場

を再確認した。 

 

●大統領・首相、イスラエルを緊張激化で非難【１３

日】 

１３日、ピルツ＝ムサル大統領とゴロブ首相は共同

声明を発表し、イスラエルがイランに対して一連の攻

撃を行ったことを非難した。両者は、イスラエルがイラ
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ンの核開発問題に関する新たな合意の仲介に向けた

外交努力に回復不可能な損害を与えた可能性があ

ると警告した。 

 

●国防省、フランス製榴弾砲を購入【１３日】 

国防省は、欧州共同調達契約に基づき購入する１

８門のＣＡＥＳＡＲ自走式榴弾砲のうち最初の１２門を

発注した。同省は、Ｍｋ２型１２門の榴弾砲に対し、消

費税を含む１億１０００万ユーロを支払った。この購入

は、６か国の国防省間の大量購入契約の一部だ。ス

ロベニアは昨年６月にクロアチア、エストニア、フラン

スと枠組み協定を締結し、今年５月にはポルトガルと

ブルガリアが参加した。残りの６門の榴弾砲は、まだ

注文が完了していないが、２０３０年までに納入される

見込みだ。 

 

●スロベニア、国連安全保障理事会でイラン攻撃を

非難【１４日】 

ブロカル＝ドロビッチ・スロベニア国連副大使は、１

３日の夜遅くに開催された安全保障理事会会合で、

イスラエルのイラン攻撃とイランの対応について深刻

な懸念を表明した。 

 

●スロベニア、テヘランでの領事サービスを制限【１４

日】 

スロベニア大使館は、最近の緊張の高まりを理由

に、テヘランでの領事活動をスロベニア市民のため

の最も必要なサービスに限定したと発表した。状況が

落ち着き次第、領事サービスは全面的に再開され

る。 

 

●ピルツ＝ムサル大統領の南東欧協力プロセス首

脳会議出席【１６日】 

 ピルツ＝ムサル大統領は、南東欧協力プロセス（Ｓ

ＥＥＣＰ）の年次首脳会議に出席し、フォーラムに対

し、域内諸国のＥＵ加盟プロセスを加速させ、南東欧

諸国の人々にとって安定、繁栄、平和に満ちた未来

を築くよう訴えた。 

 

●ファヨン外相、中東の緊張緩和を呼びかけ【１７日】 

 ファヨン外相は、中東の緊張緩和を呼びかけ、スロ

ベニアを含むＥＵ市民のイスラエルとイランからの退

避に関する協議がＥＵレベルで進められていると述べ

た。ファヨン外相は、「主要な声明は、緊張の即時緩

和が不可欠であること、紛争当事者に攻撃を停止す

るよう求める呼びかけだった」とＥＵ外相の非公式会

合の結果についてコメントした。同外相は、民間人お

よび民間インフラの保護に向けた取り組みの重要性

を指摘し、核施設への攻撃は国連憲章に違反すると

述べた。 

 

●マルコ・ボシュニャク氏がＥＵ司法裁判所判事に就

任【１７日】 

 １６日、マルコ・ボシュニャク氏は、ルクセンブルクで

開催された式典で、ＥＵ司法裁判所判事の職に就任

した。同氏は３月に国民議会で選出された。 

 

●スロベニア、２０２８年までＵＮＲＷＡに４００万ユー

ロを拠出【１７日】 

 スロベニア政府広報局（ＵＫＯＭ）は、スロベニアが

２０２８年まで、パレスチナ難民のための国連パレス

チナ難民救済事業機関（ＵＮＲＷＡ）に４００万ユーロ

を拠出すると発表した。ＵＫＯＭによると、今年１００万

ユーロが同機関に拠出され、その後２０２８年まで毎

年１００万ユーロが拠出される予定。 

 

●スロベニアの外交官がイランを一時的に離れる【１

９日】 

 スロベニア外務省は、テヘランのスロベニア大使館

の外交団とその家族がイランを退去したと発表した。

ファヨン外相は、これは一時的な安全措置であり、ス

ロベニアが両国間の外交関係を縮小するものではな

いと述べた。大使館は、状況が許す限り早期に外交

使節団を再派遣するため、イラン当局との連絡を維

持し、現地の情勢を注視していく。 

 

●スロベニア、イスラエル入植地との貿易停止を求

める提案を求める【１９日】 

 スロベニアと他の８か国のＥＵ加盟国は、欧州委員

会に対し、２０２４年の国際司法裁判所（ＩＣＪ）の勧告

を履行し、パレスチナにおける違法なイスラエル入植

地との貿易を停止するよう求めた。これらの国々は、

欧州委員会が、国連最高裁判所が認定した義務をＥ

Ｕが確実に履行するための具体的な措置案を提示す

ることを望んでいる。 

 

●スロバキア大統領のスロベニア訪問【１９日】 

１９日、ペレグリニ・スロバキア大統領はスロベニア

を訪問した。同大統領を歓迎したピルツ＝ムサル大

統領は、スロバキアの産業サプライチェーンにスロベ

ニアの企業をより多く参加させ、スロベニアの開発プ

ロジェクトにスロバキアのパートナーをより多く参加さ

せたいと述べた。両首脳は、現在の危機においてＥＵ

は団結を維持しなければならないことで一致した。 

 

●外相、アラブ諸国の外相と中東情勢について協議

【１９日】 

ファヨン外相は、エジプトとカタールの外相とそれぞ

れ電話会談を行い、イスラエルとイランの紛争、およ

びガザの情勢について協議した。ファヨン外相とアブ

デルアーティー・エジプト外相は、中東での大規模な

戦争を防ぐためには外交と対話が重要であると一致
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した。シェイク・ムハンマド・カタール外相との会談で、

ファヨン外相は、カタールが「ガザでの停戦、人道支

援、人質全員の解放に向けた交渉を継続する努力」

を歓迎した。 

 

●ファヨン外相の訪日【２０日、２２日】 

 ２０日、ファヨン外相は日本を訪問し、東京で岩屋外

相と会談を行った。ファヨン外相は、両国間の「同盟

関係」を強調し、中東における和平努力の重要性も

強調した。さらに、城内実経済安全保障担当大臣とも

会談し、経済協力の強化を求めた。 

 ２２日、ファヨン外相とビジネス代表団は、大阪で開

催された２０２５年大阪・関西万博を訪問した。また、

この機会にスロベニアの投資促進機関ＳＰＩＲＩＴとウ

ルグアイの投資促進機関は、国際化と外国直接投資

（ＦＤＩ）の促進における協力を約束する協定に署名し

た。 

 

●スロベニア、イランとイスラエルの即時停戦を要請

【２０日】 

 スロベニアは、イスラエルとイランの間で継続してい

る敵対行為に深い懸念を表明し、国連安全保障理事

会で両国に対し即時停戦の実施を求めた。  

 

●ゴロブ首相、ＥＵ・イスラエル貿易協定の停止を求

める嘆願書を支持【２１日】 

 ゴロブ首相は、スロベニア主導のイニシアチブ「Ｍｙ 

Ｖｏｉｃｅ， Ｍｙ Ｃｈｏｉｃｅ」が立ち上げた嘆願書を支持

し、ガザ地区における国際人道法違反を理由にＥＵに

対しイスラエルとの貿易協定を停止するよう求めてい

る。オンライン記者会見でゴロブ首相は、スロベニア

だけでは変化を起こすことはできないものの、「世界

の指導者たちを説得できれば、最初の一歩を踏み出

せる」と強調した。 

 

●スロベニア、米国のイラン核施設爆撃を受け緊張

緩和を訴え【２２日】 

 ２２日、イランの核施設への米国による攻撃を受

け、ゴロブ首相と外務省は、中東情勢の緊張緩和と

交渉のテーブルへの復帰を強く求め、敵対行為は地

域および世界規模で深刻な脅威となっていると主張

した。スロベニアはイランの核開発計画を依然として

懸念しており、核拡散への反対を改めて表明した。一

方、ヤンシャＳＤＳ党首は、イランの核施設を攻撃した

トランプ米大統領を祝福した。 

 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のスロベニア訪問

【２３日】 

 プレンコビッチ・クロアチア首相はスロベニアを訪問

し、ゴロブ首相と会談を行った。両首相は、ＮＡＴＯの

国防費における新たな柔軟性を歓迎した。ゴロブ首

相とプレンコビッチ首相は、中東情勢について協議は

していないものの、中東情勢への懸念も表明した。ま

た、両首相は、国境沿いの橋梁建設・維持管理に関

する協定に署名するとともに、スロベニアが計画して

いる新原子力発電所「クルシュコ２」に関する協力の

可能性についても協議した。 

 

●ファヨン外相、ＥＵ・イスラエル貿易協定に関する共

通の立場を期待【２３日】 

ファヨン外相は、イスラエルがＥＵとの貿易協定に

違反しているというＥＵの共通の立場が形成されるこ

とを期待すると述べた。 

 

●外相、中東情勢を協議するためＭＥＤ９外相会合

を主催【２３日】 

 ファヨン外相は２２日、ブリュッセルでＭＥＤ９外相会

合を主催した。スロベニアは、志を同じくする地中海

および南欧９か国からなる非公式会合の議長国を務

めている。会合では、中東情勢の現状と、地中海新

協定へのＭＥＤ９諸国の共同貢献について議論され

た。 

 

●スロベニア、スーダンでの戦闘の終結を求める【２

７日】 

 ジュボガル国連大使は、ニューヨークで開催された

国連安全保障理事会会合で演説し、スーダンでの暴

力に衝撃を受けたと述べた。同大使は、戦闘の終結

と人道支援要員および民間人の保護を求め、戦争犯

罪者の不処罰に反対した。また、人道支援要員およ

び医療従事者に対する攻撃を非難し、紛争当事者

は、人道支援要員の円滑なアクセスを可能にするた

め、戦闘の一時停止と安全な通路の確保について合

意すべきだと述べた。 

 

●ＧＳがＡＬＤＥに加盟【２８日】 

 自由運動党（ＧＳ）は、ヘルシンキで開催された会合

で、デンマークとブルガリアからの新メンバーと共に、

欧州自由民主同盟（ＡＬＤＥ）への正式加盟が承認さ

れた。同党は、欧州の政治家族への加盟を「スロベニ

アが欧州の政治潮流により深く関与するための重要

な一歩」であり、欧州の価値観へのコミットメントの再

確認だと述べた。ＡＬＤＥは現在、４１か国から７３の

政党が加盟している。 

 

●スロベニア、イラン核計画監視におけるＩＡＥＡを支

持【３０日】 

 スロベニアは、イランの核計画監視を継続するとい

う国際原子力機関（ＩＡＥＡ）の任務を支持し、イランに

対しＩＡＥＡへの協力を拒否するのをやめるよう求める

欧州諸国の呼びかけに賛同した。 
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＜国防費増額＞ 

●連立与党左派、国防費増額に関する国民投票を

提案【９日】 

９日、連立与党の小政党である左派党は、２０２５

年、国防費をＧＤＰの２％に増額し、将来的にはその

水準を超えるという政府の計画について、国民投票

を実施するよう提案した。 

 

●国民議会議員、国防費増額決議を承認【１２日】 

国民議会は、ＮＡＴＯの新たな支出要件と不透明さ

を増す地政学的状況を踏まえ、国防・安全保障政策

への支出を今年ＧＤＰの２％に増額し、２０３０年まで

に段階的に３％に増額することを盛り込んだ修正国

防決議を承認した。 

 

●ＮＡＴＯの国防費５％目標に社会民主党、反対【２０

日】 

社会民主党（ＳＤ）は、加盟国の国防費をＧＤＰの

５％に引き上げるというＮＡＴＯの提案に反対を表明

し、この増額が国民の犠牲となることを懸念した。ＳＤ

は、ハーグで開催されるＮＡＴＯ首脳会議で政府に対

し、この提案を拒否するよう求めた。 

 

●コルディシュ議員、国防費増額に関する国民投票

の動議を提出【２３日】 

左派議員のコルディシュ氏と同人が率いる新興政

党は、政府の国防費大幅増額計画に関する国民投

票実施を求める動議を提出するため、有権者５，００

０人の署名を集めて、議会に動議を提出した。 

 

●ゴロブ首相、ＧＤＰの２％を基礎防衛力に充てると

表明【２３日】 

 ゴロブ首相は書面声明で、スロベニアはＧＤＰの

２％を基礎防衛費に充て、さらに１．５％を安全保障

関連支出に充てる計画だと述べた。 

 

●ゴロブ首相、ＮＡＴＯ首脳宣言を歓迎【２５日】 

 ゴロブ首相は、ＮＡＴＯ首脳が採択した宣言を歓迎し

た。この宣言は、スロベニアが最近採択した防衛決議

で定められた２０３０年までにＧＤＰの３％まで国防支

出を増やすという目標に即してペースで支出を増や

すための十分な保障措置が含まれているためだ。２０

２９年に見直しを行い、「２０３０年から２０３５年にかけ

て我々が何を約束するか」を決定することで合意し

た。 

 同２５日、左派党は同宣言に反対する姿勢を表明し

た。ヴレチュコ左派党党首は、「我々が政権と政治の

場にいる限り、我々はこれに反対し、予算支出が兵

器・軍備に５％まで増加しないよう尽力する」と述べる

とともに、左派党は連立政権を維持し、社会政策の優

先事項に取り組むと付言した。 

 

●政府にとって国防予算目標は重要【３０日】 

連立与党は会合で、スロベニアが国防費に関して

追求すべき主要なコミットメントは、最近採択された軍

事力強化に関する国家決議に定められた目標を達成

することであると合意した。これは、ＮＡＴＯにおいて

確認された２０３５年までに５％というはるかに高い目

標ではなく、２０２５年中にＧＤＰの２％、２０３０年まで

に３％に国防費を引き上げることである。 

 

経済・統計・科学技術 

●イスラエル航空の運航許可をめぐってインフラ省が

圧力に【２日】 

インフラ省は、イスラエル航空にリュブリャナとテル

アビブ間の運航許可を与えた決定について説明を求

める圧力にさらされている。ゴロブ首相はブラトゥシェ

ク・インフラ大臣に説明を求め、連立与党の左派党や

複数のＮＧＯも許可の取り消しを要請している。同省

は、現行の法律では他の決定は不可能だったと述べ

た。 

 

●ＬＴＨ Ｃａｓｔｉｎｇｓ、リュブリャナで生産を拡大【２日】 

自動車産業向けアルミニウム鋳造品および製品を

製造するシュコフィア・ロカ拠点のＬＴＨ Ｃａｓｔｉｎｇｓ

は、電気自動車（ＥＶ）用部品の生産拡大のため、リュ

ブリャナでの生産を拡大する。同社は、旧リトストロイ

工業団地跡地のリュブリャナ工場内に、最先端の技

術と機械を備えた電気自動車部品のコア生産施設を

設立したと発表した。今後数年間でＥＶ部品用の追加

生産ラインが設置される新施設には、社員や高校

生、大学生向けの研修センターも併設される。 

 

●ＯＥＣＤ、スロベニアの２０２５年と２０２６年の経済

見通しを下方修正【３日】 

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は、スロベニアの２０２

５年の経済成長率見通しを１ポイント下方修正し、１．

６％とした。２０２６年の見通しは２．４％と、０．２ポイ

ント下方修正されている。 

 

●大臣、中国自動車メーカーＮＩＯとの協力の可能性

について協議【３日】 

ハーン経済大臣はミュンヘンで中国の電気自動車

メーカーＮＩＯの代表者と会談し、ＮＩＯとスロベニア自

動車産業との協力の可能性について更なる協議を促

した。非公式情報によると、ＮＩＯの自動車はスロベニ

アのマリボル市近郊のホチェにあるマグナの工場で

生産される可能性がある。 
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●ボロヴニツァ周辺の鉄道インフラが大規模改修【３

日】 

リュブリャナの南西約２０ｋｍに位置するボロウニツ

ァ駅が、１億１，２００万ユーロを投じて大規模な改修

工事を実施した。このプロジェクトは２０２２年９月に着

工し、ＥＵの強靭性・復興支援助成金として４，４５０万

ユーロの交付を受けている。 

 

●太陽光発電と風力発電の拡張にＥＵ支援による

６，４５０万ユーロの補助金を承認【３日】 

スロベニアの再生可能エネルギー目標達成に向け

た最新の取り組みとして、結束・地域開発省は、新規

の太陽光発電・風力発電設備の建設にＥＵから６，４

５０万ユーロの資金提供を承認した。 

 

●４月の輸出は前年同月比２．４％減、輸入は８％増

【４日】 

スロベニアの４月の輸出額は約５８億ユーロ、輸入

額は約６２億ユーロで、それぞれ前年同月比２．４％

減、８％増となった。４月の貿易赤字は４４万６，５００

ユーロで、輸出は輸入の９２．８％を占めた。統計局

によると、今年１月から４月までの輸出は３４％増の２

７４億ユーロ、輸入は１４％増の２４８億ユーロだっ

た。 

 

●ブレッド水フォーラムで新たな汚染物質を調査【４

日】 

３８か国から専門家、政策決定者、イノベーターが

ブレッドに集まり、飲料水中の現代的な汚染物質につ

いて議論するブレッド水フォーラムが開催された。同

フォーラムの主催である非営利団体「ブレッド・ウォー

ター・フェスティバル」の共同創設者であるガイッチ氏

は、このフォーラムは飲料水に関する理解を深める

世界有数のイベントに成長したと述べた。 

 

●イェセニツェ鉄道の分岐点の改良工事請負業者が

決定【４日】 

イェセニツェの鉄道分岐点の改修工事の請負業者

として建設会社リコが選定された。公共調達ポータル

に掲載されたデータによると、このプロジェクトは税込

みで約１億４，６００万ユーロで実施される。リコは再

公募で唯一の入札者だった。 

 

●スロベニア西部で新しい太陽光発電所が稼働【４

日】 

スロベニア西部のカナルスキ・ヴルフ近郊にあるア

ウチェ揚水式水力発電所に隣接する新しい太陽光発

電所が、国営電力会社 Ｓｏšｋｅ Ｅｌｅｋｔｒａｒｎｅ Ｎｏｖａ 

Ｇｏｒｉｃａ（ＳＥＮＧ）によって正式に開所した。年間３．３

ギガワット時の発電が見込まれている。スロベニアは

現在、電力需要の４分の１を再生可能エネルギーで

賄っており、２０３０年までにこの割合を３分の１に拡

大する計画。 

 

●政府、気候変動法案の改訂版を採択【５日】 

政府は、追加協議による遅延を受け、迅速な採択

を求める声が上がっていた気候変動法案を新たに採

択した。政府は、同法案では、道路輸送と建築物に

対する新たな排出枠制度の影響が最終価格に反映

されないよう規定されており、優れた妥協案だと評価

した。複数の環境ＮＧＯは、この法案は骨抜きにされ

ており、いくつかの重要な要素が欠けていると指摘し

た。 

 

●夏季、スロベニアへの鉄道路線を増便【５日】 

スロベニア鉄道は、クロアチアの首都ザグレブ、海

沿いの都市リエカとプーラ、そしてブダペストとワルシ

ャワへの鉄道路線を増便する。ザグレブ、リュブリャ

ナ、プーラを３０年以上ぶりに直結する鉄道路線が開

通する。 

 

●スロベニア、国連観光理事会に選出【５日】 

スロベニア経済省によると、スロベニアは２０２５～

２０２９年の任期で世界観光機関（ＷＴＯ）の理事に選

出された。秋の総会での承認を待って、スロベニアが

国連観光の主要運営機関に初参加することになる。 

 

●太陽光発電と風力発電に６，４００万ユーロ超の補

助金 

 環境・気候・エネルギー省は、２０２５年から２０２９

年にかけて、企業、個人事業主、協同組合による新

規太陽光発電所および風力発電所への投資に対し、

６，４５０万ユーロ相当の補助金申請を公募すると発

表した。企業、個人事業主、協同組合は、蓄電池ユニ

ットの有無を問わず、新規太陽光発電所および風力

発電所の建設に補助金を受け取ることができる。 

 

●マキシマーケットの水質汚染は、メンテナンス作業

が原因の可能性が高い【６日】 

 リュブリャナ中心部の共和国広場にある百貨店マキ

シマーケットの水は、建物のメンテナンス中に排泄物

に汚染された可能性が高いと、小売り業者のメルカト

ルがＳＴＡ通信に語った。この事実を確認するため、

同社は現在、海外からの分析結果を待っている。 

 

●中央銀行、ＧＤＰ成長率予想を１．３％に下方修正

【９日】 

 スロベニア中央銀行は、今年のＧＤＰ成長率予想を

１．３％に下方修正した。これは冬季の予測からほぼ

１ポイント下方修正されたもので、第１四半期のスロ

ベニア経済の急激な縮小が主な要因となっている。

スロベニア中央銀行は、今後２年間で成長率は２．
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４％に回復すると予想している。一方、年間インフレ

率予想は０．３ポイント上方修正され、２．５％となっ

た。物価上昇率は来年２．２％、２０２７年には１．９％

に鈍化すると予測されており、この上昇は一時的なも

のにとどまると見込まれている。 

 

●燃料小売業者が価格規制の変更に反発【１０日、１

２日、１７日、２４日】 

燃料小売業者は、高速道路沿いのサービスステー

ションにも石油製品の価格設定への規制を拡大する

という政府の変更案に一斉に反発している。１０日、

ペトロル社の取締役、サソ・ベルガー氏は、提案され

た変更は「石油製品供給業者の事業運営と、全国レ

ベルでのグリーン移行の推進に対する深刻な脅威」

だと述べた。ハンガリー資本のＭＯＬ（国内第２位の

燃料小売業者）とシェル（市場第３位の事業者）も、草

案の変更に対する懸念を表明した。 

１２日、政府は、燃料小売業者からの批判を無視

し、自動車燃料の価格規制をさらに６か月延長し、現

在完全に自由化されている高速道路沿いのガソリン

スタンドを含む、国内のすべてのガソリンスタンドにこ

の制度を拡大することを決定した。 

１７日、高速道路網への規制拡大で燃料価格が上

昇した。 

２４日、ペトロルは、地方の４つのサービスステーシ

ョンを閉鎖し、地域社会に大きな衝撃を与えた。その

中には遠隔地も含まれている。 

 

●４月の工業生産が減少【１０日】 

 スロベニアの統計局によると、４月の工業生産の総

額は前月比１．２％減、前年同月比４．７％減となっ

た。３月と比較すると、４月の工業生産額は、電気・ガ

ス・蒸気供給で９．１％、製造業で０．６％、鉱業で０．

３％それぞれ減少した。前年同月比では、電気・ガ

ス・蒸気供給で１１．５％、製造業で３．６％、鉱業で

２．７％それぞれ減少した。 

 

●スロベニア鉄道、１億５０００万ユーロのスタッドラ

ー社製新車両を初導入【１３日】 

 スロベニア鉄道（ＳŽ）は、最新式のスタッドラー社製

ディーゼル列車「Ｆｌｉｒｔ」の最初の車両の運行を開始し

た。ＳŽは、注文した２０両の新型ディーゼル車両のう

ち２両を受領し、残りの１８両は年内までに納入され

る予定。 

 

●雇用見通しについて雇用主の楽観的な見方が強

まる【１３日】 

 ２０２５年下半期の雇用見通しはますます明るくなっ

ており、雇用主は昨年秋よりも楽観的な見方を示して

いる。雇用サービス局が発表した報告書によると、雇

用水準は２．１％増加すると予測されており、これは

約３万２，０００人の新規雇用に相当する。 

 

●果物と蜂蜜の生産量が昨年増加【１５日】 

 スロベニアの養蜂家と果樹農家は、２０２３年に比

べて、昨年はより多くの収穫量を記録した。統計局が

発表したデータによると、蜂蜜の生産量は前年比４倍

の１，０００トンに達し、果物の生産量は９３％増の９

１，０００トンとなった。スロベニアの自給率はすべて

の作物グループで増加し、穀物で８１％、ジャガイモ

で４１％、野菜で３７％、果物で２７％（１１ポイント増

加）となった。 

 

●スロベニア、世界競争力調査で４６位を維持し、順

位下落を食い止める【１７日】 

 スイスＩＭＤ研究所が発表した最新の競争力ランキ

ングで、スロベニアは６９カ国中４６位となり、２０２３年

から２０２４年にかけて８位下落したものの、昨年の順

位を維持した。ビジネス環境と社会の変化への適応

力・受容性が最も大きなマイナス要因となっている。 

 

●スロベニア、実質個人消費はＥＵ平均の８５％を維

持【１８日】 

 スロベニアの購買力平価で表した一人当たりＧＤＰ

は、２０２４年には欧州平均の９１％となり、前年から

１ポイント低下した。ユーロスタットの暫定推計による

と、一人当たり実質個人消費はＥＵ平均の８５％で、

これは２０２３年と同水準である。 

 

●国民議会、電力供給法の改正を可決【１８日】 

 国民議会は、グリーン移行の加速、消費者保護の

強化、電力供給システムのレジリエンス強化を目的と

したＥＵ法に即した電力供給法の改正を可決した。 

 

●イージージェット、１１月にマンチェスター・リュブリ

ャナ便を就航【１９日】 

 英国の格安航空会社イージージェットは、１１月から

マンチェスターとリュブリャナを結ぶ直行便を就航し、

２０１９年以来初めて両都市を直結する。ＥＸ ＹＵ Ａ

ｖｉａｔｉｏｎ Ｎｅｗｓニュースポータルによると、新路線は

１１月４日から週２便（火曜日と土曜日）で運航され

る。 

 

●スロベニア、欧州原子核研究機構（ＣＥＲＮ）に正式

加盟【２３日】 

 ２３日、ＣＥＲＮは、スロベニアが６月２１日に正式に

正式加盟したと発表した。ゴロブ首相とパピッチ科学

大臣は、「今回の加盟はスロベニアの科学と研究者

の功績を称えるものであり、国の評判を高めるもの

だ」と述べた。 
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●６月の景況感は低下【２４日】 

 ６月のスロベニアの景況感は低下し、５月から２ポイ

ント低下して－４．２ポイントとなった。統計局による

と、この指数は前年比で２．８ポイント低下した。月次

レベルでは、景況感を構成する５つの指標すべてが

マイナスの影響を与えた。 

 

●スロベニア、１０億ユーロのサステナビリティ連動

債を発行【２５日】 

 ２４日、スロベニアは同国初のサステナビリティ連動

債を発行し、１０億ユーロを調達して、同国の環境・気

候変動対策へのコミットメントを支援した。償還期限

は２０３５年７月２日で、表面利率は３．１２５％。 

 

●５月の調査失業率は３．９％【２７日】 

 スロベニアの５月の調査失業率は３．９％となり、前

月比で０．１ポイント低下したが、前年同月比では０．

４ポイント上昇した。統計局の最新のデータによると、

５月に失業状態にあった１５歳から７４歳までの推定

人数は約４万人で、そのうち５２％が女性だった。男

性の失業率は３．４％、女性は４．５％だった。 

 

●ヴェレニェで水素ベースの地域暖房の試験実施【２

９日】 

ヴェレニェ市は、欧州プロジェクト「北アドリア海クリ

ーン水素投資プラットフォーム（ＮＡＣＨＩＰ）」の一環と

して、公共施設の暖房に水素を使用する試験を開始

すると発表した。電気は太陽光発電所で生成され、

電解により水素に変換される。このパイロットプロジェ

クトの費用は１００万ユーロと見積もられている。 

 

●ゴレニェ、デロ紙のトップ３００企業リストで３位にラ

ンクイン【３０日】 

 中国資本の家電メーカー、ゴレニェは、スロベニア

の企業トップ３００社リスト（デロ紙集計）において、売

上高で３位に躍進した。エネルギー会社ペトロルは引

き続きトップの座を維持し、国営電力持株会社ＨＳＥ

がそれに続いた。一方、製薬会社クルカは、純利益、

従業員数等で１位となった。 

 

●６月の年間インフレ率は２．２％に加速【３０日】 

統計局が発表したデータによると、６月の年間イン

フレ率は２．２％で、５月比０．４ポイント上昇した。６

月の年間インフレ率上昇の主な要因は、食料品とノン

アルコール飲料の価格上昇（６．７％）で、次いでレス

トランとホテルの価格上昇（５．０％）であった。 

 

●工業製品・サービスの売上高は昨年２．７％減少

【３０日】 

工業製品およびサービスの売上高は昨年３０８億

ユーロで、前年比２．７％減少した。２０２３年の０．

７％減に続き、２年連続の減少となる。一方、統計局

の発表によると、２０２１年は１１．１％、２０２２年は１

５．７％増加した。 

 

治安・事件事故 

●２０２４年の警察統計【５日】 

 内務省が発表した２０２４年の警察関係統計によれ

ば、同年中の犯罪認知件数は５９，２３４件で、前年

から約５千件増加した。また、警察への１１３通報件

数は約５３万件であった。治安上の課題としては、家

庭内暴力、スポーツイベントでの暴動、不法移民など

が指摘された。 

 

●国境検問を延長【２０日】 

 クロアチア及びハンガリーとの国境における検問が

所定の満期を迎え、半年延長された。政府は、検問

延長の理由の１つにテロ脅威レベルの増加を挙げつ

つ、検問が夏休みシーズン中の交通に悪影響を及ぼ

さないことを強調している。 

 

●リュブリャナで侵入窃盗・強盗あいつぐ【２９日】 

６月末の週末、リュブリャナ市内及び近郊の住宅や

オフィス等において、侵入窃盗事件が多数発生した。

ドムジャレ地区では、住宅に押し入った男が住人に軽

傷を負わせる強盗事件も発生しており、警察は注意

を呼びかけた。 

 

社会・文化・スポーツ 

【生活等】 

●２０２３年スロベニアの平均寿命【２日】 

２０２３年のスロベニアの平均寿命は８２歳だった。

性別では、女性で８５歳、男性で７９歳だった。 

 

●スロベニアのレストラン９軒がミシュランの星を獲

得【１２日】 

 フランスを代表するレストランガイド「ミシュランガイ

ド」で、今年スロベニアのレストラン９軒がミシュランの

星を獲得した。昨年より１軒少ない数となった。アナ・

ロシュ氏の「ヒシャ・フランコ」は３つ星を維持し、シェフ

のダヴィッド・ゼフラン氏率いる「ミルカ」も２つ星を維

持した。その他７軒がそれぞれ１つ星を獲得した。 

 

●調査：スロベニア人の５人に１人以上が違法薬物

を試したことがある【２８日】 

 国立公衆衛生研究所（ＮＩＪＺ）の調査によると、１５

歳から６４歳のスロベニア人の５人に１人以上（２２．

４％）が、人生で一度は違法薬物を摂取したことがあ

る。この割合は、大麻を使用した人の割合と一致して

いる。２０２３年に実施されたタバコ、アルコール、そ

の他の薬物の使用に関する第３回全国調査では、人

口の２２％が大麻を使用したことがあると回答し、ＭＤ
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ＭＡを使用したことがあるのは３．３％、コカインを使

用したことがあるのは３．１％、アンフェタミンを使用し

たことがあるのは２．７％だった。 

 

【スポーツ・文化】 

●ポガチャルがクリテリウム・デュ・ドーフィネで初優

勝【１５日】 

スロベニアの自転車競技のスター選手、ポガチャ

ル選手（ＵＡＥチーム・エミレーツ－ＸＲＧ）が、フランス

南東部で開催されたクリテリウム・デュ・ドーフィネの

ロードレースで、優勝した。 

 

●長い休養を経て、ガルンブレットがインスブルック

で優勝【２７日】 

ワールドカップ競技から長期の休養を経て、スロベ

ニアのクライミング界のスーパースター、ヤニャ・ガル

ンブレットが華々しく復帰し、インスブルックで開催さ

れたＩＦＳＣワールドカップの女子ボルダリングで優勝

した。２度のオリンピックチャンピオンである同人は、

９か月間の競技休止を経て復帰した。

 

スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281又は 8282 Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web:http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

 

【領事班からのお知らせ】 

●第２７回参議院議員通常選挙に伴う在外投票が以下のとおり実施されます。在外選挙人証をお持ちの方

は、投票を行うことができます。詳細は、当館 HPをご覧ください。 

【公示日】 ７月３日（木） 

【当館での投票実施期間】 ７月４日（金）～１２日（土） 各日９：３０～１７：００ 

【投票に必要なもの】 在外選挙人証、パスポート等の写真付き身分証明書 

【当館 HP】https://www.si.emb-japan.go.jp/files/100867271.pdf 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。在留届は、渡航前にオンラインで提出

することも可能です。また、住所・連絡先の変更、同居家族の追加など、提出済み在留届の記載事項に変更

が生じた場合は「変更届」を、帰国や当館管轄地域外へ転出する場合は「帰国・転出届」を必ずご提出くださ

い。特に、当館からの重要な連絡が確実に皆様に届くよう、E メールアドレスや携帯電話番号の変更があった

際はすみやかに届出をお願いいたします。 

●戸籍法の一部改正等に伴い、戸籍の記載事項に氏名のフリガナが追加されることになりました。関連する

手続については、大使館窓口で行うことができます。ご希望の際はお問い合わせください。 

【当館 HP】https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_01045.html 

●旅券（パスポート）や一部証明等の申請の際に、紙の戸籍謄(抄)本の提出が不要となりました。今後、これら

の手続を行う際には、あらかじめ、「戸籍電子証明書提供用識別符号」を取得していただくこととなります。詳し

くは以下のリンク先をご覧ください。 

【当館 HP】https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00993.html 

●こころがモヤモヤしたり、ざわついたりするときは、相談してみませんか？ 

 外務省は、特定非営利活動法人と連携して海外在住日本人の孤独・孤立対策の支援を行っています。海外

にいても、ＳＮＳやチャットを使って日本語で相談できます。相談は無料です。 

【外務省ＨＰ：孤独・孤立及びそれに付随する問題でお悩みの方へ】

https://www.anzen.mofa.go.jp/life/info20210707.html 
 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 
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